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※　肯定率とは、評定（％）の評定４と評定３の合計値です。　※　色が付いているセルのみ入力してください。
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教育
環境

学校は、換気や手指衛生などの基本的な感
染症対策を行っている。 A

幼保小
中連携

学校は、地域に根ざした教育を行い、郷土を
大切に思う児童生徒の育成に努めている。 A

◆地域にある豊富な歴史的・文化的学習材を
生かした活動が十分ではない。まずは教師自
らが地域を知ることから始め、授業等に取り入
れ、児童の郷土愛を育みたい。

教育
課程

・
学習
指導

保護者
・地域と
の連携

・
情報
提供

安全
管理

保健
管理

学校は、教育活動の充実に向けて地域や保
護者と連携・協力している。 A

〇今年度、まつやま型ＣＳを導入し、ＰＴＡとの
連携により、湯築小サポーターの支援の下、
充実した教育活動を行うことができた。安全面
の確保や教師の負担軽減にもつながった。

特別支
援教育

学校は、言語活動の充実及び展掲示の工夫
等の環境整備に努めている。 A

○授業中に話し合う時間「ななゆめタイム」を
設け、言語活動の充実に努めた。季節に応じ
て校内の掲示物の貼り替え、環境整備に努め
た。

学校は、学校・学年だよりやホームページ、
配信システム等により、積極的に情報を発信
している。

学校は、特別支援教育の視点をもって取り組
み、個に応じた配慮や指導を適切に行ってい
る。

研修

組織
運営

学校は、管理職や学年主任等を中心とした
組織的な対応を行っている。

令和７年度　学校評価報告書(松山市教育委員会統一様式）
学校番号

【評定】　 　４：とても思う（あてはまる）　　３：やや思う（あてはまる）
　　　　　　　２：あまり思わない（あてはまらない）　１：全く思わない（あてはまらない）

【総合判定】　Ａ：肯定率の平均が９０％以上
　　　　 　　　　Ｂ：肯定率の平均が６０％以上９０％未満
　　　　　　　　 Ｃ：肯定率の平均が６０％未満

横田　美佳

キャリ
ア教育

評価
領域

〇毎月、児童の実態に即した重点目標を設定
し、全校で共通理解を図り、取り組んだ。問題
が起きたときには、生徒指導主事からテレビ
放送等で知らせ、改善に努めることができた。

学校は、教科等の指導においてアナログとデ
ジタルそれぞれのよさを適切に生かした授業
改善に取り組んでいる。

B

◆ＩＣＴはツールであるという意識のもと、ベス
トミックスで授業改善していく必要がある。家
庭学習でも個別最適な学習が可能なデジタル
ドリルを活用し、学力向上に努めたい。

学校は、児童生徒の学力や体力の状況を把
握し、それらの充実に向け計画的に指導を
行っている。

学校は、松山の授業モデルをもとに、一人一
人が分かる喜び、共に学ぶ喜びを実感できる
授業を行っている。

人権・
同和
教育

・
生徒
指導

評価指標
総合
判定

学校は、「学校のきまり」など生徒指導体制
の見直しを行い、児童生徒の実態に応じた適
切な指導を行っている。

学校は、人権・同和教育の視点に立ち、いじ
めや差別を許さない意識や態度を育ててい
る。

A

○いじめ問題は、毎月の生活調査等で把握
し、全体で情報共有して迅速に対応した。
◆異年齢集団活動をより充実させることで、相
手を思いやる優しい心を育てたい。

〇教師が、松山の授業モデルを基に、自立し
た学習者を育てるために、学び合う場の充実
を図ることで、児童は多様な考えと出合い、主
体的に学習することにつながった。

◆ＩＴスタジアムへの積極的な参加や体育委員
会主催のイベント開催、新しい遊具の活用等
を通して、児童が運動に親しむことができる場
を設定し、体力の向上に努めたい。

A

学校は、将来に夢をもち、自分の進路や生き
方について考える児童生徒を育てている。

〇換気や手指の衛生など、養護教諭を中心に
感染の予防について積極的に指導するととも
に、保護者に感染対策への協力を働き掛け
た。

A

評定（％） 評定
平均 ○成果　もしくは　◆改善策対象 肯定率

A

学校は、家庭と連携して個々の健康状態を
確認するとともに、環境衛生の維持・改善を
行い、児童生徒の健康保持・増進に努めてい
る。

◆早寝・早起きができず、遅刻する児童が多
いため、個別に保護者にも働き掛けて改善し
ていく。また、保健だより等で保護者に睡眠の
重要性を伝える。

学校は、児童生徒に交通安全やけが等の防
止について適切な指導を行うとともに、安全
な環境づくりに努めている。

A

〇登下校中の見守りは地域や保護者の協力
を得ている。課題があると、すぐに全校で共有
し、全職員で徹底した指導ができた。毎月の
安全点検により、危険箇所の改善に努めた。

A

A

◆係や当番活動を通して、働くことの大切さや
やりがいを感じさせ、自分の好きなことや長所
を自覚させる。それが将来につながることを意
識させ、発達段階に応じた指導に努める。

〇日頃より、学年主任や各教科等の主任が、
それぞれの立場で前向きな意見を出し、組織
で対応するよう努めた。今後も日々の課題を
共有し、迅速に対応できるよう努力する。

学校は、関係園・校で連携して児童生徒への
理解を促進するとともに、系統性を重視した
学習指導を行っている。

A

〇学級編成に係る入学、卒業前の情報交換
に限らず、配慮を要する児童については、必
要に応じて積極的に情報共有し、互いに児童
理解に努めることができた。

学校は、小１プロブレムや中１ギャップの解消
につなげるために関係園・校で連携し、児童
生徒の学校生活に対する不安感の軽減を
図っている。

A

〇入学説明会で１年生と新１年生が交流した
り、中学校の入学説明会で授業を参観した
り、中学校生活の紹介を聞いたりして、それぞ
れの不安感を軽減しようとした。

A

〇学校・学年だより、ホームページ等で学校
や子どもたちの様子を伝えるよう努めた。
tetoruを積極的に活用し、様々な情報発信を
迅速に行うことができた。

A

○学級担任は、児童一人一人の実態を把握
し、保護者や特別支援教育コーディネーター、
生徒指導主事、関係諸機関と情報共有し、連
携しながら適切な指導に努めた。

A

学校は、子どもたち一人一人が分かる授業
づくりや、様々な教育課題への対応に向け
て、積極的に研修に取り組んでいる。

A

〇初任者研修や中堅研修を受講している教
員の授業研究を中心に、全教職員がよりよい
授業づくり向けて積極的に研修に臨み、授業
改善に取り組むことができた。


